
木材の長期低温加熱による出火危険性について
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l は じめに

慢挺や夫 J~ t.L' ど隠れた節分から出火した火民は

発見がしに<<.発見しても‘その時は.火炎が

I¥!礎や天芥轟に延焼して.既に一般の人が初期消

火する時闘を過.ており.全焼火災になるこ左が

多い.

この聖夜や克洋震などからの出火の場所で級む

多いのは.ガスニんろ.ガスνンジ.風呂釜など

の火気使別段備器具や照明用電気寝具を使用して

いる場所である.

これらの出火原因は。 火気使用訟備密良の場合

{ム肢の災耐に鑓られた金属政やそルタル1 タイ

ルなどが加仰され. íi'1'>. 特に省エネ ~.J粛によっ

て断然材会仰人したえ易合1:蓄併記よって壁裏の合
仮や木ずりが鋭化して出火に妥ると考えりれ，照

明泌氏の場合1;.ダウンライト伝ピ天井匁ぬ込み

型白州安[線局と断側材との固煤関係によって，出

火に至るものと*えられる.そして。これうの符

徴は.木村の出火危険iSIltとされている260'・Cよづ
も低い温度であっても長時間加然きれたため::11¥ 

火したというニとでゐる.

低温度で加除された木材が出火に至るには.雰

聞気温度.1'>の傑海性.加除捌間仕どの条件が岳、

袋であり.飽織令本材の分解過回を縫て幽火に至

るとき"ている.そニで.木材の毘綱低温加黙に

よる出火危倹性について実験を行い検討したので

."ニ研究忽 ・..alliifl防胃

報告する.

2 実験目的

木材の通常の発火温度1;.大U;40Q'・Cかり4日℃
であるが この発火温度よりb低い溢度であって

も。加倶時聞が民〈 信ると本"が発火すると鰻告

されている.そこで，水併の長期低温加"による

出火健備の究明と火祭使用般備制具&U照明悶電

写真1 恒温畑

写真2M電対を取りつけたま事担の木将
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lItailRが周囲の木<1'.どに及Ifす彰轡との困須佐関

係金究明する.

3 実験内容

01 木"の低，且発火実軸

木材の材質として，ツガを選び，これをl在住

8 cmO")球体に)JI1J:したむのと一辺t，19聞の‘，'!.)j

1;"こ加Eしたものとの21J11訓告供抗体とした。

!共itM事の炭函及び中心Iニ州地'1をltIり付けて，

t，臥憎に人n，雰囲気創出を150"C--180'・CにE

配して.供試体缶却の温度測定を行った.

121 モデルキッチンによる実験

金泌l!ifトタンL 合仮 水づりー断僻村で情

ばした限f;.をコ下型』ニ作')，凶 lのように庁ス

国 l 実験用モデルキンチノ

• 

， 

写.3給電対による盤体各館の温度iMlf
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図2 間勲領を睦置した場合

写真4 防斜線を鮫けた実輯

テー"レ且びガスこんろを位置し 金属縦と'It

体の聞に斜地対を組のj丞み温度縄定を行った.

£た， l~ 2のようにこのそヂルキツチ〆iこ市

地主れている防熱仮(ステノレス製)を設服し

た織介ω泌，~糊it し行い， 間 f.MUω理想MJ)胤.

"帆した.

国 ダウンライトのモデル実験

XJi内全立国:した応を製作し これに均め込

み型内側町器具をヰ./15のように訟置して。そ

の上にグラスウ ル断然材 (JISA 9陪22{土 -~m

グラスウ ル断偽材に適合したbので，呼称仰

さ50l1li， J(簡外継が 1ISP3401に定めるクラフ

ト紙.&rJ.):リエチレンフィルムを金鴎源管した

もの)を開間信〈覆って各部{側部鰍微孔，国

ffll似内孔.電線;菱銀部.器具股 cffillWXI下夜

fflI分}に撚勉付金取り付け. 各部の泌，~電化を

制定した.(凶 31き照}
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図3 ダウンライトの各邸の澗定点
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図4 木材 (路状)の温度変化

4 実験結果と考繋

111 木"の発期性

m 

恒温槽内舗の雰開気諸島度をl50'・C--180・Cに霞

( 10) 

);!しヲ:厳した結果.原状供まえ体で...雰園気温

度J8町Cで.約28時間後に発火に王り ω雰囲気温

度170'・Cで1ム約田時間後に発火日至った.
球状倹鼠体の温度と崎間経過の結集合図4及

び凶 51こ不す.

この瑚合.図 4においてt 初期の内部泌度の

よ叫が鈍り S7-状になっているのは.木材内郎

の脱水による吸例であり 温度上仰がー岬純化

したものと 身え られる.また 稼幽気温度

150'・C.72時間加然では発然が認め，れタかヮ
fょ.

-Jj，包泌槽内郎の雰図気を170'・Cにal<した
嶋合の角状供Z実体の温度葡定結果を図6及び国

?に'1'す.また.1J[1p':後の角状供訴{与を中'L'断

而に切断し 内都の炭火状況を示しfむのを写

真sにポす.さらに.同じJ7ぴCの雰囲気で72時
間加似した沼会の角状供鼠体の鋭化状況を写奥

6にな、す. ζの写真を見ると.木材の.11方向
に炭化が進行しており.木併の儀縫h向による

烈伝場の鼻方位の愛が表われていることがわか

るo 1" f;tわら。木材内il!で発生し事側した燃は

外周館へと伝噂してい〈が.この然伝樽は各h
向に->i!ではなく 木村の繊織に平行な方向が。

膿錐に奄砲な方向jに比べ 然伝0・度が大会〈

劉が伝わりやr<伝っている.

木併の発火の過程t立。

ア 木材が炎矧凶加然されると，低温で緩慢とZ

内分"が起、り 内部の組繍が多孔慣に置化

ずる.

写真6 角併の炭化状坦
1 ''''角雰図IU70"C.n時間加鱒}
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木材 (琢状)の追度変化

木村のi求。"径と臨界の発火i温度との聞係は

恥後 rの環状*"を加黙したえ場合.半径 rの大

きさによって。発火する溢i賓が返って 〈る.

この際状木材の場合.発火1温度"暦a的に次
式で表わされる守"

d=A/K.戸(E/RT;)exp(-EjRT.l イ11
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ここで

A 高温において材斜の噂位体側が僧位崎明

に燦焼ずる時のJt聖書量 (l.46 x 10'kcal/C11' 

総<l

E 木材の活性化エネルギ (26.1kcal! 

molJ 

木材実家の半径(Cm)

l!(体定数 (2.OcaltKl

!!¥伝噂-*(I.4 x lO-'cal/cm'提 c・deg)
血界外局温度 {加蜘量確}

γ 

ω 
略凶【"】

多孔質になると i 木材円部で般化が促進さ

れる 方!木材ω熱伝却が小さ〈なる。
然分前が起ζり，内部の組織が多孔質に変化

a 6 

木材 {角状)の温度!!:lt

2 。
図6

イ

R 

K 

T， 
である.

この式りによれば.球の場合1;1dの依が3.32

より大暑い拘励会は発火し 3.32より小さい犠合

"発火し信も'.(図8参同)

( 11 ) 

ずる.

木材内部で般化により発生した燃が葡襖さ

れ，内部が高温となり t さるに一周分解が加

適され，発火に至る.

と考えりれる.

木材円部の鱗分解による殴化発界再は。木材の

分子中の不飽和の侠*21fl約合 {>C=C<l，

"ルポニル義 (>C=O)，IJルポキンル11
-c aO 
(い}が生成され。この烈分解によって酸化

発刊したむのが.円郁の司u，効燥に起留すると
考えられる.

ヲ
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う温度変化の測定結集会図9に示す.この結集!

各R主体ども点火後約 l時間30分経過すると 木

rりの$分li120・Cを緒えているこ とがわかる.
そして，このままの状簡障が続けIi 炭化し出火

する危険性があることが判町lした。

しかし 防斜恒金使用すれば.設也し偉いえ易
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モデルキッチノでの温度測定結果と考察
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合の温度上院に比へ.40・C--60'Cと温度が依し
段高溢l1l"("ι65(ニLか伝ってい信い.これは‘

iVjfit仮を4111す。ニとによって.聖体と前例自民

の間I':~気の)'j河期金作り .ニ の空気晴が紡m

t!if..り'¥!I本への例伝場合防い1円、ると考えられ

る.

台所の堕体のよう会参喝の奥向付旬。，;，r"る
均質の平阪の然伝場合奪えると 伝然速寝泊:

定の場合。凶10'よ示したようタ温度宜化二《より

次氏が成立rるe
Q =QI(J=).A.t!t!V. 

ニニで

Q : m也時間にがtれる供量 lkロ1/1'1)
Q :e時間に杭れる剣先t(kcall 

A : Itfi耐fJt(m') 

物質のj嘆き Iml

山 沿{賓~ (.C) 

λ 銅伝場権 {kcal/m'h，'Cl

t.~li l.， +-I j: 均質により央信り!その悼を茨

lに倒げた.

このように， ，~伝場撃は団体 積体 1体の

頓にjll<伝り.20・ι i 気臣の安全1の獄伝導ユ容
は ステシレスの的60分のlである.

131 ダウノライト周辺の逼皮膚定結果と考察

司 3に示した位置でのダウンライト各郷の温

度変化を図 111こ示すョこの結，~ 般商楢度は器

具上部依然孔で195'・Cにむ位。'電線の縫紋部で
も180'(を凶えていた.

機具各部の樋度上界限界(;t，JISalI13(白書各

電旅用役泥沼)で灯体外商金属部分は1OO"C以下

と定めて信り..た守日ぷ桐明細民 E盟会筏術

援属会のtJi術資料121号で".外憾で人が容易に

触れる恐れの~ ， 'ffll分の温度上界が70・ C以下

迫省材に織するffll分で60'・C以下(議制限渇lf30・cl
と〈まって"り。各メーカーIHJ主的にこの基準

に翁じて裕具を製作している.

器具自体のi品1Iが.これらの延爆を」 困る条

仰として1;1:!xにぬげるι叫がある.
ア メ カ が指定した使関電球又は指定した

ワット放を絹えて I~川した喝合

イ 耐j述の断"付金天井内に勲3誌のた礎研。こ

器具そa置した場合
アについては ほとんどか他問符側の不適正

によるむのであるニと t.t.~外として イについ

i lJ ! 

表 1 主《版物質の納伝場度

銀

嗣

アルミニワム

鉄

炭素鯛 0.5%() 

18-8ステ〆レ ス

ガラス{仮}

アスベス ト

‘コ〆タリート

ゴム

グラスウール

木材(スギ}

水

空気

含旬。

(ZOTJl細川kcal/m'hr回日

3帥

333 

196 

58 

31 

14 

0.65 

0.15 
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図11 ダウンライトの各郵の温度変化

ては 施了』の不1閣になることが当然子出さ

れる.

Jミ!I'仮...化椛合阪や後り本を使Jllずること

が多<.照明IIIIJlを坦め込じ治合には繍強のた

の支純粋~使うことがきb、 '.ニの支怜停に木材

生どの日q線開を使間し.大路円に断然材を散さ

詰めると 曲折然"のすべてが不惣"斜で冶蓋られ

ていて.，.器具炭蘭溢度曲線で".支待絡が接

触する部分が。140・CHsえてLまL、.支"悼の

温度も当然J:nずる.
また.断供材にほグラスウ ル ロックウー

ル 発泡スチロー，るなど循々のものがあり.断

黙材自体"イミ守男性であってむ.これ含覆う防111



材などが可慾性の1>の1>"り。..源電線3撃が軟

化し.短絡等を起こす原固となる可能性がある.

椅ふこ施工の容易さ.砲さ Uii奇的理自信どに

よりグラスク ル斯界各材が一般的に多〈使用さ

れているが.この断黙材の紫蘭には防湿のため

可燃性のものが使用されている.これつの材料

の民間加算事の膨習も考慮しなければならない.

5 まとめ

環状及ぴ角状の木材を用いた低温加偽実験では

雰囲気温度が170・Cで的12時間加内した喝合.木材

内部からの発熱により発火する現象が表われた.

また，モデルキッチンを作成し，ガス認具絢辺

のE主体温度を欄定したところ担体内部が""・Cを

噛える温度が記緑された.防燃仮を用いた渇合l三

銭体内部渇度は平均で的50・C低下した.

さらに ダウンライトを用いた実畿では 歓県

孔上部が19ぽCと.高温度を示した.このとニろに

木材が後触している場合比 E延期低温加県発火の

危険性が十分あると判明できた.

6 おわりに

今回の実験では，連続加納した場合で一般家

瞳や飲食庖などのガス器具や照明器具の使用状態

( 14 ) 

と異《よるので 断続的に使用した場合は。発火に

至るまでの時閉会どう惟定するか。また.木併の

表面や内部に樹脂'"とが含まれている渇合に11.

発火時聞がどう霊化するかなどの問題は。今後検

討してい〈余地がある.
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